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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと、前記虹彩ゾーンの周囲の周辺ゾ
ーンと、回転安定化機構と、レンズを上下に二等分し水平方向に延びる想像線の上位にの
み位置する陰影美容パターンと、を含み、
　前記美容パターンが、前記虹彩ゾーン内に存在してなり、
　前記虹彩ゾーンを前記周辺ゾーンから分離する不透明な角膜縁リングパターンを更に含
み、
　前記美容パターンが、前記虹彩ゾーン内の唯一のパターンであり、
　前記周辺ゾーンの着色は、前記周辺ゾーンの内径から前記周辺ゾーンの外径まで、不透
明から半透明叉は透明に徐々に変更される、コンタクトレンズ。
【請求項２】
　前記中心ゾーンが透明である、請求項１に記載のレンズ。
【請求項３】
　前記美容パターンが弓状である、請求項１に記載のレンズ。
【請求項４】
　前記レンズが、前記虹彩又は周辺ゾーン内に位置する薄いゾーンを用いて回転的に安定
化される、請求項１に記載のレンズ。
【請求項５】
　前記美容パターンが、前記レンズの周辺部内において外方向へと、不透明から半透明に
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徐々に変更されるように見える、請求項１に記載のレンズ。
【請求項６】
　前記美容パターンが、着色された虹彩パターンを有する、請求項１に記載のレンズ。
【請求項７】
　前記周辺ゾーンが、白色に色付けされている、請求項１に記載のレンズ。
【請求項８】
　前記美容パターンが、前記レンズを左右に二等分し垂直方向に延びる想像線の周りで対
称である、請求項１に記載のレンズ。
【請求項９】
　前記美容パターンが、前記レンズを左右に二等分し垂直方向に延びる想像線の周りで非
対称である、請求項１に記載のレンズ。
【請求項１０】
　中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと、前記虹彩ゾーンの周囲の周辺ゾ
ーンと、回転安定化機構と、レンズを上下に二等分し水平方向に延びる想像線の上位にの
み位置する陰影美容パターンと、を含むコンタクトレンズの製造方法であって、前記陰影
美容パターンが印刷又はリソグラフされ、
　前記美容パターンが、前記虹彩ゾーン内に存在してなり、
　前記虹彩ゾーンを前記周辺ゾーンから分離する不透明な角膜縁リングパターンを更に含
み、
　前記美容パターンが、前記虹彩ゾーン内の唯一のパターンであり、
　前記周辺ゾーンの着色は、前記周辺ゾーンの内径から前記周辺ゾーンの外径まで、不透
明から半透明叉は透明に徐々に変更される、方法。
【請求項１１】
　前記美容パターンが、パッド印刷により適用される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記美容パターンが、インクジェット印刷により適用される、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記美容パターンが、フォトリソグラフィーにより適用される、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１４】
　コンタクトレンズを提供することにより着用者の眼の外観を向上させる方法であって、
前記コンタクトレンズが、中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと、前記虹
彩ゾーンの周囲の周辺ゾーンと、回転安定化機構と、レンズを上下に二等分し水平方向に
延びる想像線の上位にのみ位置する陰影美容パターンと、を含み、
　前記美容パターンが、前記虹彩ゾーン内に存在してなり、
　前記虹彩ゾーンを前記周辺ゾーンから分離する不透明な角膜縁リングパターンを更に含
み、
　前記美容パターンが前記虹彩ゾーン内の唯一のパターンであり、
　前記周辺ゾーンの着色は、前記周辺ゾーンの内径から前記周辺ゾーンの外径まで、不透
明から半透明叉は透明に徐々に変更される、方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　コンタクトレンズを着色又は色付けすることによって眼の外観に様々な効果を与えるこ
とができる。これは、眼の外観に関する問題を矯正するため又は美容目的のために行うこ
とができる。そのようなコンタクトレンズを使用して、着用者の外観の特定の局面、又は
更には着用者の全体の外観を向上させることができる。本発明は、陰影効果を介してこれ
らの機能を実行するコンタクトレンズに関する。
【０００２】
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　本発明の美容レンズを眼上の特定の位置に維持し、レンズを眼上のある位置範囲内に保
ち、又はレンズが移動した後に、そのレンズを特定の位置若しくは位置範囲に戻すことが
望ましい。この眼上でのレンズの配向の維持は、典型的には、レンズの機械的特性を変え
ることによって達成される。安定化アプローチの例としては、レンズの背面に対する前面
の偏心化、下位レンズ周辺部の厚さの増大、レンズ表面上における俯角又は仰角の形成、
及びレンズ縁部の切断を含む、プリズムの安定化が挙げられる。更に、薄いゾーン、又は
、レンズ周辺部の厚さが減少する領域を使用することによってレンズを安定化させる動的
安定化が用いられている。典型的に、この薄いゾーンは、眼上配置の有利な地点から、レ
ンズの垂直軸又は水平軸に対して対称である２つの領域に配置される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、中心部分と、中心部分の周囲に配置された周辺部分とを有するコンタクトレ
ンズである。周辺部分は、陰影効果を提供する着色又は色付けされた部分（暗色の弧）か
らなる美容パターンを含む。この美容パターンは、水平経線の上方の、レンズの上位半分
に位置している。周辺部分は、暗色弧以外の範囲内で白色に着色されてもよく、かつレン
ズの外径に向かって徐々に透明となるパターンを有してもよい。本発明はまた、着色又は
色付けされた部分からなる美容パターンを含むコンタクトレンズを提供することによって
、陰影効果を提供する方法である。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本発明に基づくコンタクトレンズの正面図。
【図２】本発明に基づくコンタクトレンズの正面図。
【図３】本発明に基づくコンタクトレンズの正面図。
【図４】本発明に基づくコンタクトレンズの正面図。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本発明のレンズは、レンズ着用者の眼及び周囲の構造の外観を向上させる美容パターン
を有する。特に、本発明のレンズは、陰影効果を与えるものである。「陰影効果」は、上
眼瞼の縁と上眼瞼の睫毛との外観を向上させる。このことは、上眼瞼が眼上に陰影を落と
すように見え、又は睫毛がより多くかつより長く、若しくは異なる幾何学的外観を有し、
若しくはさもなくば睫毛が有するであろう他の所望の特性を有するように見える視覚的効
果を提供することにより達成することができる。理論に束縛されるものではないが、陰影
効果は、特定の寸法、形状及びパターンのレンズ周辺部の暗化部分を、着用者自身の睫毛
、若しくは睫毛が付着した若しくは通常付着した眼瞼部分に起因する着用者の眼瞼の暗化
部分と融合し、又は着用者自身の睫毛、若しくは睫毛が付着した上眼瞼の縁に起因し得る
陰影と融合することによって生じると考えられる。この暗化部分は、本明細書全体を通し
て「美容パターン」と称される。再び、理論に束縛されるものではないが、見る人の脳は
おそらく、この融合を、睫毛、又は眼瞼の縁の厚さに起因すると解釈する。
【０００６】
　図１に示されるレンズは通常、円形であるが、楕円形又は切断円形のようなコンタクト
レンズに都合のよい任意の形状であってもよい。レンズは、中心部分１０を有する。中心
部分１０の周囲には虹彩領域１１が配置されている。周辺部分２０が、虹彩領域１１の周
囲に配置され、レンズの周縁まで延在する。周辺部分は、全体としてレンズの外縁と一致
できるが、必ずしも一致しなくてもよい内径２１と外径２２とを有する。美容パターン２
３は、レンズの虹彩領域１１の上位部に存在する。周辺部分２０は、クリアかつ透明であ
ってもよく、又は着色されていてもよい（例えば白色）。レンズはまた、虹彩部分を周辺
部分から本質的に分離する角膜縁リング又はパターン１３を有してもよい。角膜縁リング
は、存在する場合、レンズの虹彩１１と周辺部分２０との接合部分２１を占めてもよく、
又は虹彩領域１１の外側部分、若しくは周辺ゾーン２０の内側部分、若しくはそれらの両
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方に部分的に重なっていてもよい。本発明の任意のパターンにおいて、中心１０（瞳孔部
分）はクリアであることが好ましい。好ましい実施形態では、瞳孔部分１０は、正視と、
必要であれば眼球の屈折異常の補正とを可能にするように、クリアかつ透明である。本発
明の最も好ましい実施形態では、そのような好ましい実施形態では周辺部分２０が白色で
あり得ることを除いて、虹彩領域１１内の唯一のパターン又は着色部が弓状美容パターン
２３である。このような配置により、卓越した陰影効果が提供される。別の好ましい実施
形態では、レンズは、角膜縁リングを含んでもよい。
【０００７】
　再び図１を参照すると、レンズは、２つの想像線により分割されてもよい。水平二等分
線は、レンズの一方の縁部から、瞳孔部分１０、レンズ中心の中心を通って、水平方向に
おけるレンズの他方の側に通過する。垂直二等分線は、レンズの一方の縁部から、瞳孔部
分１０、レンズ中心の中心を通って、垂直方向におけるレンズの他方の側に通過する。こ
れらの想像二等分線は、図２、図３及び図４にも適用することができる。
【０００８】
　美容パターン２３は、陰影効果を提供することができる。美容パターン２３は、虹彩領
域１１内にて弧の形態でパターン形成又は着色されている。美容パターン２３は、楕円の
弧であってもよいため、円の弧である必要はなく、いずれの場合でも、垂直二等分線の周
りで対称である必要はない。しかしながら、美容パターン２３は、そのパターンの両端に
おいて、レンズの中心に向かって内側に湾曲している部分を有するであろう点で弧であろ
う。この着色／色付け部分は、レンズの虹彩領域１１内にて中心１０の上位に、かつ水平
二等分線の上位に存在する。この部分は、以下のような寸法を有する。パターンの水平幅
が１２ｍｍ以下、かつ７ｍｍ以上であり、パターンの垂直高さが８ｍｍ以下、かつ４ｍｍ
以上であり、厚さが６ｍｍ以下、かつ２ｍｍ以上であり、円の弧である場合、８ｍｍ～１
１ｍｍの半径を有し、いずれの場合でも、水平二等分線の上方におけるレンズの上半分内
のレンズの虹彩部分の空間の５０％以下、かつ２５％以上を占める。美容パターンの外側
縁部又は水平縁部は、末端部へと丸く又はなだらかにテーパされていてもよい。美容パタ
ーンの最上位部分は、レンズの周辺部分の外径から１．５ｍｍ～３ｍｍ、内径から、又は
、使用される場合、角膜縁リングから０．５ｍｍ～２ｍｍである必要がある。美容パター
ンの最下位部分は、レンズの周辺部分の外径から４ｍｍ～７ｍｍ、内径から、又は、使用
される場合、角膜縁リングから２ｍｍ～４ｍｍである必要がある。所望の効果は、着用者
の睫毛又は上眼瞼の縁により陰影が落とされているという錯覚を提供する、パターンの寸
法、色、及び半透明性の組み合わせにより生じる。好ましい実施形態では、眼改善効果は
、１．５２ｍ（５フィート）以下、好ましくは０．９１ｍ（３フィート）以下の距離にて
可視である必要がある。色が天然色（より暗色の眼の場合、茶色、黒色、より明色の眼の
場合、灰色、濃い青、濃い緑）を反映し、また美容パターンの外部又は真下のいずれかで
幾分かの天然虹彩を可視として、十分な、自然に見える、パターンから天然の虹彩への遷
移を提供することが好ましい。十分な、自然に見える、パターンから天然の虹彩への遷移
は、２つの方法で達成することができる。第１に、これは半透明性により達成することが
できる。そのような目的の「不透明」は、３８０～７８０ｎｍの範囲で０～約５０、好ま
しくは７～約５０％　Ｔの平均光透過率（％　Ｔ）を可能にする色を意味する。この目的
の「半透明」は、３８０～７８０ｎｍの範囲で約５０～約８５％、好ましくは約６５～約
８５％Ｔの平均光透過率（％　Ｔ）を可能にする色を意味する。第２に、これは美容的デ
ザインにより達成することができる。美容的デザインは、暗色弧の周りにドットを組み込
んでパターンを融合することによって、融合されてもよい。
【０００９】
　レンズの周辺部分２０は、不透明、半透明、又はこれら２つの中間（半不透明）であっ
てもよい。周辺部分は、均一に着色される必要は必ずしもないが、本発明に基づく実施形
態は、好ましくは強膜に新鮮な自然な外観を与えることによってその外観を向上させる。
本発明のレンズは、角膜縁リング若しくは角膜縁部分などの他の美容機構を含むことがで
き、又は更には着用者の虹彩を完全に若しくは部分的に覆うパターン要素を含むことがで
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きる。陰影効果は、少なくとも部分的に、レンズ周辺部の上位部分内の暗色弧美容パター
ンを、レンズの周辺部分の残りの部分の着色効果、角膜縁リング、レンズの虹彩部分の着
色若しくは色付け、又はこれらの機構の組み合わせの効果と組み合わせることによっても
得ることができる。美容パターンと角膜縁リング色付けパターンとの組み合わせは、虹彩
のより暗色の部分を強調する視覚的効果を形成することによって、美容パターンの効果を
誇張する。レンズ下部のより明色の部分と、レンズ上部の暗色弧美容パターンプリントと
の組み合わせも、陰影の効果を強調することができる。
【００１０】
　「角膜縁リング」は、レンズが眼上の中心にあるときに、レンズ着用者の角膜縁領域、
即ち角膜と強膜の接合部分に部分的又は完全に重なる環状の色の帯である。角膜縁リング
の最も内側の境界、即ちレンズの幾何学中心に最も近い縁は、約６．５ｍｍ～約１３ｍｍ
、好ましくは約９～約１１ｍｍの直径を有する円を形成してもよく、この円は、レンズの
幾何学中心を中心としている。リングは、任意の適切な幅のものでよく、好ましくは幅が
約０．５～約３．５ｍｍ、より好ましくは幅が約０．７５～約１．２５ｍｍである。
【００１１】
　虹彩と角膜縁リングは両方とも、参照により本明細書に組み込まれる米国特許第７，２
４６，９０３号のようにパターン形成されることが好ましい。そのような着色は、場合に
より、角膜縁リングの最も内側の境界からレンズの幾何学中心に向けて内方に延在する車
輪のスポークと似た実質的に三角形構造を有する。このようなテーパ状スポークは、レン
ズの虹彩部分の全体、即ち、レンズが眼上で中心に位置する際に虹彩と重なるレンズの部
分を覆って延びてもよいが、そうではないことが好ましい。より正確に言うと、好ましく
は、スポークは、角膜縁リングの最も内側の縁から内方に延在し、その結果、スポークパ
ターンの最も内側の縁が、レンズの幾何学中心から約６．５ｍｍ以上、より好ましくは約
７ｍｍ以上に配置される。スポークは、均一又は異なる形状及びサイズのものでもよく、
長さが約１～約２ｍｍであることが好ましい。
【００１２】
　好ましくは角膜縁リング要素は、レンズ着用者の角膜縁領域の色を隠す色の塗潰し帯で
あり、より好ましくは隠す色は不透明色である。残りの要素、スポーク、ドット、及び他
のパターン要素は、所望の眼上結果により、半透明でも不透明でもよい。
【００１３】
　角膜縁リング要素と虹彩パターン要素のそれぞれに選択される色は、レンズ着用者の虹
彩の天然の色と、所望される改善又は色変更とによって決定されることが好ましい。した
がって、要素は、任意の多様な色相及び彩度の、青色、緑色、灰色、茶色、黒色、黄色、
赤色、又はそれらの組み合わせを含むが、これらに限定されないいずれかの色であっても
よい。角膜縁リングに好ましい色には、これらに限定されるものではないが、様々な色相
及び彩度の黒色、茶色、青色及び灰色のいずれかが挙げられる。
【００１４】
　図２は、本発明の一実施形態を示し、レンズ周辺部２０の着色が、周辺部の内径２１か
ら周辺部の外径２２へと、不透明から半透明又は透明に徐々に変更される。
【００１５】
　図３は、徐々に変更される同様の着色スキームを有するが、角膜縁リング１３が追加さ
れている実施形態を示す。図３はまた、着色部分と、幾何学パターンの形態で周辺部２０
に適用された白色の着色とを有する本発明のレンズを示す。この場合、パターンは、各円
が隣り合う円と接線接触するように、レンズ表面から除去された（他の場合は白色に着色
された）円の外観を呈する。パターンは、そのような円によって構成された十字形の白色
構造物の行と列として考えることもできる。
【００１６】
　図４において、本発明のレンズは、パターン形成に関しては同一の一般的スキームを有
するが、瞳孔部分及び虹彩部分も着色又は色付けされている。
【００１７】
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　本発明のコンタクトレンズは、安定化されることが最も好ましい。これは、回転安定化
に対する周知の安定化法のいずれによって行うこともできる。例えば、有用な出発点とし
ての安定化のための設計の１つが、参照により本明細書に組み込まれる米国特許出願公開
第２００５０２３７４８２号に記載されているが、任意の安定化設計を使用することがで
きる。
【００１８】
　一般に、着色された要素は、コンタクトレンズにおける使用に適した任意の有機若しく
は無機顔料、又はこれらの顔料の組み合わせから製造することができる。不透明度は、使
用される顔料及び二酸化チタンの濃度を変化させることによって調節されてもよく、多量
になるにつれてより高い不透明度がもたらされる。例示的な有機顔料としては、これらに
限定されるものではないが、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、カルバゾ
ールバイオレット、バットオレンジ１号など、及びそれらの組み合わせが挙げられる。有
用な無機顔料の例としては、これらに限定されるものではないが、黒酸化鉄、褐色酸化鉄
、黄酸化鉄、赤酸化鉄、二酸化チタンなど、及びそれらの組み合わせが挙げられる。これ
らの顔料に加えて、ジクロロトリジアン及びビニルスルホン系染料を含む可溶性及び不溶
性染料をこれらに限定されることなく使用することができる。有用な染料及び色素は、市
販されている。
【００１９】
　選択される染料又は色素は、プレポリマーの１種類以上、又は結合ポリマー、及び溶媒
と配合され、本発明のレンズに使用される半透明及び不透明層の生成に使用される着色剤
を形成することができる。また、コンタクトレンズの着色剤において有用な他の添加剤を
使用することもできる。このような結合ポリマー、溶媒、及び本発明の着色層において有
用な他の添加剤は周知のものであり、市販されているか又はその製造方法が知られている
。
【００２０】
　各要素は、レンズの１つ以上の表面に塗布若しくは印刷するか、又は成形型の１つ以上
の表面に印刷し、この成形型にレンズ成形材料を付着、硬化させてもよい。本発明の設計
を取り入れたレンズを形成するための好ましい一方法では、環式ポリオレフィン、及びポ
リプロピレン又はポリスチレン樹脂などのポリオレフィンを含むがこれら限定されない、
任意の適当な材料で形成された熱可塑性の光学成形型が使用される。各要素は、成形型の
成形面の所望の部分に付着させる。「成形面」とは、レンズの表面を形成するために使用
される成形型又は成形型の半分の表面を意味する。この付着は、以下のようにパッド印刷
によって行うことが好ましい。
【００２１】
　好ましくは鋼、より好ましくはステンレス鋼でできた金属プレートが、硬化後に水不溶
性となることが可能なフォトレジスト材料で覆われる。プレートは、セラミック材料で形
成されてもよい。各要素が選択されるか又は設計され、次いで写真技術などの多くの技術
のいずれかを用いて所望のサイズに縮小され、金属プレート上に置かれ、フォトレジスト
材料が硬化される。
【００２２】
　この後、プレートを水溶液で洗浄し、得られた像を適当な深さ、例えば、約２０マイク
ロメートルまでエッチングする。また、レーザーアブレーション又はキャビテーションに
よってプレートにパターンを適用することもできる。
【００２３】
　次に、結合ポリマー、溶媒、及び顔料又は染料を含有する着色剤が要素に付着され、凹
部を着色剤で充填される。表面への印刷に使用するうえで適した幾何形状を有し、概ね約
１～約１０の異なる硬度を有するシリコーンパッドを、プレート上の像に押し付けて着色
剤を取り去り、次いでこの着色剤を溶媒の蒸発によってわずかに乾燥させる。次にパッド
を光学成形型の成形面に押し付ける。成形型は、最高で１２時間にわたってガス抜きされ
て過剰な溶媒及び酸素が除去され、その後、成形型はレンズ材料で充填される。次に相補
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的な成形型半部を使用して完全な成形型組立体とし、この成形型組立体は、使用されるレ
ンズ材料を硬化させるのに適した条件に曝される。こうした条件は当該技術分野では周知
のものであり、選択されるレンズ材料によって決まる。硬化が完了し、レンズを成形型か
ら外した後、レンズは緩衝生理食塩水中で平衡化される。
【００２４】
　好ましい一実施態様では、透明なプレポリマー層が使用され、そのプレポリマー層は、
少なくとも角膜縁リング及びドットパターン上に重なり、好ましくは、本レンズの最も外
側の表面全体を形成する。プリポリマーは、使用される顔料及び任意の乳白色剤を分散さ
せることが可能な任意のポリマーであってよい。インクジェット印刷により、本発明の美
容パターンを適用することも可能である。インクジェット印刷は透明なプレポリマー層に
適用するか、又はレンズ成形型の表面に直接適用することができる。
【００２５】
　本発明を用いて、非矯正（度なし）、球面、トーリック、又は多焦点設計を含む、任意
の公知の光学設計で製造された色付きハード又はソフトコンタクトレンズを提供すること
ができる。また、本発明を用いて、任意の公知のレンズ形成材料、又はこうしたレンズの
製造に適した材料で形成された色付きハード又はソフトコンタクトレンズを提供すること
もできる。本発明のレンズは好ましくはソフトコンタクトレンズであり、レンズを形成す
るために選択される材料は、ソフトコンタクトレンズの製造に適した任意の材料である。
本発明の方法を用いてソフトコンタクトレンズを形成する上で適した好ましい材料として
は、これらに限定されるものではないが、シリコーンエラストマー、これらの全容が参照
により本明細書に組み込まれる米国特許第５，３７１，１４７号、同第５，３１４，９６
０号、及び同第５，０５７，５７８号に開示されるものを含むが、これらに限定されない
シリコーン含有マクロマー、ヒドロゲル、シリコーン含有ヒドロゲルなど、並びにそれら
の組み合わせが挙げられる。より好ましくは、レンズは、ポリジメチルシロキサンマクロ
マー、メタクリルオキシプロピルポリアルキルシロキサン、及びこれらの混合物を含むが
それらに限定されないシロキサン官能基を有する材料、シリコーンヒドロゲル、又は水酸
基、カルボキシル基若しくはその両方を有するモノマーで形成されたヒドロゲル、並びに
それらの組み合わせから形成される。ソフトウェアコンタクトレンズを製造するための材
料は周知のものであり、市販されている。レンズ材料としては、アクアフィルコン、エタ
フィルコン、ゲンフィルコン、レネフィルコン、バラフィルコン、ロトラフィルコン、又
はガリフィルコンが好ましい。レンズは、パッキング溶液中に添加剤を用いることによっ
て更に向上させることができる。このような添加剤の１つの例として、ポリビニルピロリ
ジンがある。
【００２６】
　本発明を以下の非限定的な実施例において更に説明する。
【実施例】
【００２７】
　実施例１：クリアベースインク組成物の調製
　９６ｇの１－ドデカンチオール（「ＤＯＤＴ」）、５６．５４ｇのメタクリル酸ラウリ
ル（「ＬＭＡ」）、７．４０ｇのメタクリル酸（「ＭＡＡ」）、１３６７ｇのヒドロキシ
エチルメタクリレート（「ＨＥＭＡ」）、６８．５ｇのグリセリン、３７８ｇの１－エト
キシル－２－プロパノール（「ＥＰ」）、１５１１ｇのイソプロピルラクテート（「ＩＰ
Ｌ」）、及び８．８９ｇの２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）（「ＡＭＢ
Ｎ」）を用いて、結合ポリマーを調製した。最初に、約５０～１００ｃｃのＩＰＬ以外の
、ＤＯＤＴ、各モノマー及び溶剤を５Ｌのブルーキャップボトル内で混合し、１０分間撹
拌した。次いで、この混合物を攪拌子及び窒素とともに５Ｌのステンレス鋼反応容器に注
ぎ入れた。混合物を、温度が６８℃になるまで、約２５分間攪拌及び加熱した。６８℃で
温度を安定させた後、ＡＭＢＮを残りのＩＰＬに溶かし、窒素ブリードを開きながら添加
した。１６～２４時間重合を進行させた後、温度を８０℃に昇温して反応を終了させた。
次いで、混合物を室温に平衡化させた。混合物の粘度を、４部のＩＰＬを１部のＥＰと混
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合することによって所望により調節した。
【００２８】
　実施例２：黒インクの調製
　透明なベース（実施例１で述べたもの）に加えた２６．８９ｇのプライマリーブラック
（３３．２１重量％の黒酸化鉄顔料ＦｅＯ・Ｆｅ２Ｏ３、ＣＡＳ番号１２２２７－８９－
３からなるもの）を２５０ｍＬのガラスジャーに秤量することによって、黒パッド印刷イ
ンクを調製した。１２２．９８ｇの透明なベース（実施例１で述べたもの）及び６重量％
の１－プロパノールもジャーに加えた。ジャーをミキサーにかけ、インクの外観が均一と
なるまで１８００ｒｐｍで混合した。
【００２９】
　実施例３：暗色弓状美容パターンを有するレンズの製造
　安定化ゾーンを有する凹部成形型部品と凸部成形型部品を、周囲条件（２５℃で２１％
の酸素）でポリスチレンから射出成形した。凹部成形型部品をパッドプリンタ内側の乾燥
窒素トンネルに入れた（約１８０秒）。凹状の曲線を、０．５％酸素で、最初に深さ１５
μｍの完全な円のクリアなベースインク組成物（深さ１５μｍのクリア層）、次いで深さ
２０μｍの黒インク組成物を用いてパッド印刷した。次に、成形型を、約２０秒間、周囲
条件（２５℃で２１％の酸素）に戻した。凹曲面と凸曲面を約７０秒間２．８％の酸素で
再調整した。次に、印刷された凹部成形型部品に７３ｍｇのエタフィルコンＡ反応性モノ
マー混合物を充填した。凸部成形型部品は、投与された反応性モノマーミックスの最上部
に配置し、適当な成形型密閉部を確保するために重量（～２００グラム）を前硬化に晒し
た。前硬化重量を有する組立体を、２５℃の前硬化トンネルに光なしで７５秒間入れて、
モノマーを印刷層に浸透させた。前硬化重量を除去し、次に曲面を制御温度（７０℃）と
光強度（３７０～４４０ｎｍ）の硬化トンネルに約４分間入れた。閉じた組立体を型から
取り出し、レンズを成形型から外し、最小６０分間、７０℃（＋／－５）で、脱イオン水
とＴｗｅｅｎとの組み合わせに浸漬することによりレンズから未硬化のモノマー又は希釈
剤を抽出した。次に、レンズを緩衝生理食塩水内で平衡させ、パッケージし、殺菌した。
【００３０】
　本実施例は、眼上に着用された際に陰影効果を提供するであろう色付けコンタクトレン
ズの作製について記載する。
【００３１】
〔実施の態様〕
（１）　中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと、前記虹彩ゾーンの周囲の
周辺ゾーンと、回転安定化機構と、水平二等分線と、垂直二等分線と、前記水平二等分線
の上位に位置する陰影美容パターンと、を含むコンタクトレンズ。
（２）　前記中心ゾーンが透明である、実施態様１に記載のレンズ。
（３）　前記色付けされた美容パターンが、前記虹彩ゾーン内に存在する、実施態様１に
記載のレンズ。
（４）　前記美容パターンが弓状である、実施態様３に記載のレンズ。
（５）　前記レンズが、前記虹彩又は周辺ゾーン内に位置する薄いゾーンを用いて回転的
に安定化される、実施態様１に記載のレンズ。
【００３２】
（６）　角膜縁リングパターンを更に含む、実施態様１に記載のレンズ。
（７）　前記パターンが、前記レンズの周辺部内において外方向へと、不透明から半透明
に徐々に変更されるように見える、実施態様１に記載のレンズ。
（８）　着色された虹彩パターンを有する、実施態様３に記載のレンズ。
（９）　前記周辺ゾーンが、白色に色付けされている、実施態様１に記載のレンズ。
（１０）　前記美容パターンが、前記垂直二等分線の周りで対称である、実施態様３に記
載のレンズ。
【００３３】
（１１）　前記美容パターンが、前記垂直経線の周りで非対称である、実施態様３に記載
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（１２）　中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと、前記虹彩ゾーンの周囲
の周辺ゾーンと、回転安定化機構と、水平二等分線と、垂直二等分線と、前記水平二等分
線の上位に位置する陰影美容パターンと、を含むコンタクトレンズの製造方法であって、
前記陰影美容パターンが印刷又はリソグラフされる、方法。
（１３）　前記美容パターンが、パッド印刷により適用される、実施態様１２に記載の方
法。
（１４）　前記美容パターンが、インクジェット印刷により適用される、実施態様１２に
記載の方法。
（１５）　前記美容パターンが、フォトリソグラフィーにより適用される、実施態様１２
に記載の方法。
【００３４】
（１６）　コンタクトレンズを提供することにより着用者の眼の外観を向上させる方法で
あって、前記コンタクトレンズが、中心ゾーンと、前記中心ゾーンの周囲の虹彩ゾーンと
、前記虹彩ゾーンの周囲の周辺ゾーンと、回転安定化機構と、水平二等分線と、垂直二等
分線と、前記水平二等分線の上位に位置する陰影美容パターンと、を含む、方法。

【図１】 【図２】
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